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レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
が
２

０
１
７
年
２
月
24
日
か
ら
始

ま
っ
た
。
月
末
の
金
曜
日
に
、

従
業
員
が
年
次
有
給
休
暇
（
年
休
）
を

取
得
す
る
な
ど
し
て
早
帰
り
し
、
買
い

物
や
旅
行
、
家
族
と
の
だ
ん
ら
ん
な
ど

が
で
き
る
よ
う
、
官
民
を
挙
げ
て
企
業

や
政
府
に
促
す
取
り
組
み
だ
。

　
期
待
さ
れ
る
経
済
効
果
と
し
て
、
消

費
の
喚
起
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
就
業

時
間
の
一
部
が
余
暇
に
振
り
替
え
ら
れ

れ
ば
、
消
費
拡
大
に
よ
る
経
済
活
性
化

に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
の
実
施
日
に

消
費
が
増
え
て
も
、
そ
れ
以
外
の
日
に

抑
え
ら
れ
れ
ば
効
果
は
限
定
的
だ
。

　
消
費
の
底
上
げ
を
恒
常
化
さ
せ
る
に

は
、
労
働
生
産
性
の
向
上
が
必
要
で
あ

る
。
多
く
の
従
業
員
が
不
在
で
仕
事
が

回
ら
な
く
な
っ
た
り
、
企
業
業
績
に
悪

影
響
が
及
ん
だ
り
す
る
と
、
経
済
全
体

で
は
雇
用
・
所
得
環
境
が
悪
化
し
、
消

費
の
減
少
を
招
く
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

労
働
時
間
の
短
縮
と
仕
事
量
の
維
持
・

拡
大
を
両
立
で
き
な
け
れ
ば
他
の
日
の

残
業
が
増
え
る
だ
け
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム

フ
ラ
イ
デ
ー
は
浸
透
し
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
点
、
日
本
の
年
休
取
得
率
は
国

際
的
に
見
て
も
低
く
、
14
年
は
47
・
６

％
だ
っ
た
。
20
年
ほ
ど
前
か
ら
ほ
と
ん

ど
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
政
府
は
年
休

取
得
の
促
進
に
取
り
組
み
、
20
年
ま
で

に
年
休
取
得
率
を
70
％
へ
引
き
上
げ
る

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　
日
本
人
は
な
ぜ
休
暇
を
取
ら
な
い
の

か
。
少
し
前
の
調
査
だ
が
、
郡
司
正
人

・
奥
田
栄
二
「
年
次
有
給
休
暇
の
取
得

に
関
す
る
調
査
」（
11
年
６
月
）
に
よ
る

と
、
正
社
員
が
年
休
を
取
得
し
に
く
い

主
な
理
由
と
し
て
、
病
気
や
急
な
用
事

へ
の
備
え
の
他
、
同
僚
へ
の
配
慮
、
仕

事
量
の
多
さ
、
代
替
要
員
の
不
足
、
職

場
の
雰
囲
気
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

理
由
の
多
く
は
勤
め
先
全
体
の
課
題
で

あ
り
、
社
員
個
人
の
工
夫
で
解
決
す
る

こ
と
は
難
し
い
。

　
そ
の
意
味
で
、
官
民
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
で
業
務
の
効
率
性
を
組
織
的
に
高
め

よ
う
と
し
て
い
る
点
に
こ
そ
、
プ
レ
ミ

ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
の
意
義
が
あ
る
。
約

４
０
０
０
の
協
賛
企
業
・
団
体
の
中
に

は
、
仕
事
の
や
り
方
を
見
直
す
こ
と
で
、

業
務
に
支
障
を
来
す
こ
と
な
く
従
業
員

を
早
帰
り
さ
せ
た
事
例
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
成
功
事
例
を
共
有
化
し
た
り
全

国
展
開
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
職
場
の
意

識
を
変
え
、
柔
軟
か
つ
生
産
性
の
高
い

働
き
方
を
実
現
す
べ
き
だ
。

Data

プレミアムフライデー
消費を喚起するには
業務の効率化が不可欠

数
語

字

る

は
大和総研
シニアエコノミスト

神田慶司

厚生労働省「就労条件総合調査」。常用労働者30人以上の民営法人が対象

2014年における日本の年次有給休暇取得率

47.6%
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